
調 査 委 託 仕 様 書

１ 委 託 事 業 名 ４公共用水域等総合調査業務委託

２ 調 査 目 的 鹿島港，鹿島灘，常陸利根川，利根川における，環境汚染の状況を把

握するための水質，底質，魚介類等の分析調査を行う。

３ 調 査 期 間 令和４年７月 ～ 令和４年８月（契約締結後要協議）

４ 履行期限 令和５年 ３月３１日

５ 調 査 地 点 別紙調査地点図に示す

６ 調 査 項 目 １）水質調査項目

別表１－１に示す

２）底質調査項目

別表１－２に示す

３）魚質調査項目

別表１－３に示す

４）貝質調査項目

別表１－３に示す

５）現場観測項目

採取時刻，天候，水深，採取位置，気温，水温，透明度，透視

度，臭気，外観，水色，泥温，底質性状及び色，浮泥厚

７ 分 析 方 法 別表２－１，２－２（１），２－２（２），２－２（３），

２－２（４）に示す

８ 定 量 下 限 値 別表３－１，３－２（１），３－２（２），３－２（３），

３－２（４）に示す

９ 現場観 測方法 別表４に示す

１０ 検 体 の 採 取 検体の採取は，全て受託者が行い，それに要する人件費，船舶借

り上げに係る費用，その他一切の経費は受託者が負担する。なお，検

体の採取作業実施に係る官公庁への申請等の手続きについても受託

者で行うこととする。



１１ 記 録 と 保 存 受託者は，試料の採取から報告書作成まで，計算経過を含む全て

の過程について追跡できるよう，分析の記録を行い，提出すること。

なお，当該記録については，契約期間終了後３年間は受託者で保存す

ること。

１２ 精 度 管 理 １）水質，底質，魚質及び貝質のそれぞれ項目毎に，操作ブラン

ク試験を１回ずつ実施すること。ただし，魚質，貝質については，

あわせて１回とする。なお，当該試験結果については，操作ブラ

ンク試験の評価基準と共に委託者へ提出すること。試験結果が評

価基準を満足しない場合は，原因を取り除いた後，基準を満足す

るまで再分析を行うこと。

２）分析結果が基準値や指針値等を超えた場合は直ちに委託者へ通

報することとする。また，上記の場合や過去の結果に比して高い

値の場合は，その原因究明及び必要に応じて追跡調査を行うこと

とする。

１３ 結 果 報 告

１）濃度計量証明書 … 検体採取後，６０日以内に１部提出すること。

２）総 合 報 告 … 検体採取後，９０日以内に仮報告書を提出し，さらに校正終了

後２０日以内に簡易製本の上，正報告書を３部提出すること。調

査結果については，CD-ROMで報告すること。

報告書は日本産業規格Ａ版とする。

３）考 察 内 容 … １ 基準値との比較

２ プランクトンの出現状況及びプランクトン相から観た水

質汚濁の状況

３ 地点別及び経年変化に対する考察

４ 他水域との比較

５ その他

１４ そ の 他 １）受託業務は，第三者に委託し，又は請け負わせてはな

ら ない。

２）受託業務は，荒天等の場合は延期とし，委託者と協議の上

決定する。

３）本業務で発生した廃棄物については，受託者が関係法令に

従い適正に処理するものとする。



別表１－１　水質調査項目

                                      

深芝沖    5 JERA排水口  ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿島灘海域   6 日川浜   ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 中央航路入口 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 中央航路奥  ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17-1 南航路     ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17-2 南航路奥  

常陸利根川   19 息栖大橋   ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ　の　他   24 神之池中央  ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 松下 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 豊ヶ浜 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 常陸川水門下 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 常陸川水門上 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21-1 銚子大橋 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21-2 矢田部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：1サンプル
●：表層及び下層の２サンプル

*：環境基準追加１５項目
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鹿島港内   

鹿島灘海域   

常陸利根川   

利根川下流



別表１－２　底質調査項目

pH 乾燥減量 COD 強熱減量 Cd T-CN O-P Pb T-Cr As T-Hg R-Hg PCB T-N T-P 浮泥厚
深芝沖   5 JERA排水口    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鹿島灘海域   6 日川浜     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 中央航路入口 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 中央航路奥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17-1 南航路         ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17-2 南航路奥        ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

常陸利根川   19 息栖大橋        ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
そ　の　他 24 神之池中央 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 松下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 豊ヶ浜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 常陸川水門下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 常陸川水門上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21-1 銚子大橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21-2 矢田部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

別表１－３　魚質・貝質調査項目

検体数 乾燥減量 Cd Pb T-Cr As T-Hg O-P PCB
魚質(1種） 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
貝質（2種） 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

     

底　　　　質　　　　調　　　　査　　　　項　　　　目

魚　　介　　類　　調　　査　　項　　目

水　　域 地点番号 調査地点

鹿島港内

鹿島灘海域   

常陸利根川   

利根川下流

種　　別   



別表２－１　分析方法

分　析　項　目 水　　　　　質 底　　　　　質 魚　質　・　貝　質

ｐＨ 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　
底質調査方法Ⅱ

--

ＢＯＤ 環境庁告示第59号 -- --

ＣＯＤ 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

ＳＳ 環境庁告示第59号 -- --

ＤＯ 環境庁告示第59号 -- --

大腸菌群数 環境庁告示第59号 -- --

nｰヘキサン抽出物質 環境庁告示第59号 -- --

フェノール類 JIS K OlO2 28.1.1及び28.1.2 -- --

塩素イオン JIS K OlO2 35.1 -- --

アンモニア性窒素 JIS K OlO2 42.1及び42.2 -- --

全窒素 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

全　燐 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

有機燐 環境庁告示第64号 ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ法（FPD法） ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ法（FPD法）

ＭＢＡＳ JIS K OlO2 30.1.1 -- --

カドミウム 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

シアン 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

鉛 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

六価クロム 環境庁告示第59号 -- --

全クロム --
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

砒　素 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

総水銀 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

アルキル水銀 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

ＰＣＢ 環境庁告示第59号
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

亜　鉛 環境庁告示第59号 -- --

銅 JIS K OlO2 52.5 -- --

乾燥減量 --
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ

強熱減量 --
平成24年環水大水発第120725002号　

底質調査方法Ⅱ
--

動物プランクトン ネット採取後－検鏡法 -- --

植物プランクトン 直接採取後－検鏡法 -- --

ケルダ－ル性窒素 JIS K 0102 44.1及び44.2 -- --

亜硝酸性窒素 JIS K 0102 43.1.1 -- --

硝酸性窒素 JIS K 0102 43.2.3 -- --



別表２－２（１）　分析方法（平成５年度より追加の１５項目）

分　析　項　目 水　　　　　質 底　　　　　質

ジクロロメタン 環境庁告示第59号

四塩化炭素 環境庁告示第59号

1｡2ｰジクロロエタン 環境庁告示第59号

1,1-ジクロロエチレン 環境庁告示第59号

シス-1,2-ジクロロエチレン 環境庁告示第59号

1,1,1-トトリクロロエタン 環境庁告示第59号

1,1,2-トリクロロエタン 環境庁告示第59号

トリクロロエチレン 環境庁告示第59号

テトラクロロエチレン 環境庁告示第59号

1.3-ジクロロブロペン 環境庁告示第59号

チウラム 環境庁告示第59号

シマジン 環境庁告示第59号

チオベンカルブ 環境庁告示第59号

ベンゼン 環境庁告示第59号

セレン 環境庁告示第59号

別表２－２（２）　分析方法（平成１１年度より追加の２項目）

分　析　項　目 水　　　　　質 底　　　　　質

ホウ素 環境庁告示第59号

フッ素 環境庁告示第59号

別表２－２（３）　分析方法（平成２２年度より追加の１項目）

分　析　項　目 水　　　　　質 底　　　　　質

1,4-ジオキサン 環境庁告示第59号

別表２－２（４）　分析方法（平成２６年度より追加の２項目）

分　析　項　目 水　　　　　質 底　　　　　質

ノニルフェノール 環境庁告示第59号

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩 環境庁告示第59号

※上記の手法より精度の高いものであれば，その分析方法を用いてかまわない。



別表３－１　定量下限値

検体の種類
及び単位

分析頂目

ＢＯＤ --

ＣＯＤ --

ＳＳ --

ＤＯ --

大腸菌群数 --

n－ヘキサン抽出物質 --

フェノール類 --

塩素イオン --

アンモニア性窒素 --

全窒素 --

全　隣 --

有機隣 0.01

ＭＢＡＳ --

カドミウム 0.01

シアン --

鉛 0.04

六価クロム --

全クロム 0.03

砒　素 0.03

総水銀 0.003

アルキル水銀 --

ＰＣＢ 0.003

亜　鉛 --

銅 --

乾燥減量 0.1（％）

強熱減量 --

動物プランクトン --

植物プランクトン --

ケルダール性窒素 --

亜硝酸性窒素 --

硝酸性窒素 --

0.5 --

0.5 0.1（mg／g）

1 --

0.5 --

2（MPN／100mL） --

0.5 --

0.005 --

1 --

0.02 --

0.05 0.01（mg／g）

0.003 0.01（mg／g）

0.005 0.05

0.05 --

0.0003 0.05

0.1 0.10 

0.003 0.5

0.005 --

-- 1

0.0005 0.5

0.0005 0.003

0.0005 0.003

0.0005 0.01

0.001 --

0.0005 --

-- 0.1（％）

-- 0.1（％）

-- --

-- --

0.02 --

0.02 --

0.02 --

水質
（mg／L）

底質
（mg／kg）

魚質・貝質
（mg／kg）



別表３－２（１） 定量下限値

（平成５年度より追加の１５項目）

　　　　　　　　検体の種類

　　　　　　　　　及び単位

　　分析項目

ジクロロメタン 0.002

四塩化炭素 0.0001

1,2ｰジクロロエタン 0.0004

1,1-ジクロロエチレン 0.002

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.004

1,1,1-トリクロロエタン 0.001

1,1,2-トリクロロエタン 0.0006

トリクロロエチレン 0.001

テトラクロロエチレン 0.0005

1,3-ジクロロブロペン 0.0002

チウラム 0.0006

シマジン 0.0003

チオベンカルブ 0.001

ベンゼン 0.001

セレン 0.001

別表３－２（２）　定量下限値

（平成１１年度より追加の２項目）

　　　　　　　　検体の種類

　　　　　　　　　及び単位

　　分析項目

ホウ素 0.02

フッ素 0.08

別表３－２（３）　定量下限値

（平成２２年度より追加の１項目）

　　　　　　　　検体の種類

　　　　　　　　　及び単位

　　分析項目

1,4-ジオキサン 0.005

別表３－２（４）　定量下限値

（平成２６年度より追加の２項目）

　　　　　　　　検体の種類

　　　　　　　　　及び単位

　　分析項目

ノニルフェノール 0.00006

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩 0.0006

水　質
（mg／L）

水　質
（mg／L）

水　質
（mg／L）

水　質
（mg／L）



別表４　現地観測方法

項　　目 水　　質 単　　位

全　水　深 目盛り付きロープによる測定 ｍ

気　　　温 アスマン型通風温湿度計 ℃

水　　　温 電気式深層用水温計 ℃

透　明　度 透明度板（海洋観測指針） ｍ

透　視　度 70cm透視度計 度

色　　　相 海洋観測指針フォーレル水色標準液 --

臭　　　気 衛星試験法の冷時臭 --

浮　泥　厚 5ポンドレッド－円板レッド法 ｍ



◎

◎
◎◎

5 JERA 排水口

6 日川浜
8 松下 9 豊ヶ浜

◎

◎

◎ ◎

14 中央航路入口

15 中央航路奥

17-1 南航路

17-2 南航路奥

19 息栖大橋

23 常陸川水門上 20 常陸川水門下

21-2 矢田部

21-1 銚子大橋

凡例）◎：海域調査地点

●：湖沼調査地点

▲：河川調査地点

★：その他

図 1-1 調査地点図
Ｎ

外浪逆浦

利
根

川

北浦
24 神之池
中央

神栖市（旧神栖町）

地点

番号
調査地点名

5 ＪＥＲＡ排水口

6 日 川 浜

14 中 央 航 路 入 口

15 中 央 航 路 奥

17-1 南 航 路

17-2 南 航 路 奥

19 息 栖 大 橋

24 神 之 池 中 央

神栖市（旧波崎町）

地点

番号
調査地点名

8 松 下

9 豊 ヶ 浜

20 常陸川水門下

23 常陸川水門上

21-1 銚 子 大 橋

21-2 矢 田 部

鹿島灘海域
鹿島港湾北部 深 芝 沖

鹿 島 灘 海 域

鹿島港内

常
陸

利

根
川

神之池



４公共用水域等総合調査業務委託に係る入札参加条件について

下記に示す認定等を取得していること

①計量証明事業所（濃度）

②ISO/IEC17025（下記認定機関及び区分のうち，いずれか）
・独立行政法人 製品評価技術基盤機構 認定センター（IAJapan）
【ASNITE/JCLA 環境 水質 ／ 土壌】

・公益財団法人 日本適合性認定協会（JAB）
【化学試験 M26.5.2（水質）／ M26.5.3（土壌）／ M26.5.4（底質】

確認書類

①計量証明事業登録証（濃度）の写し

②いずれかの認定を受けていることを証明できる書類（認定証等）の写し


